








































































できる。前字 「願」字から一呼吸おいて、 「僕」 第一 目 はひとつ働きがあり第二画目は直で。その後じ くり
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五四









Jを見る。第四十九行目、第五・六文字 にあたる。前 の「裴」字から「僕射」へと三文字が連綿し いること


























































































四十五度で止めている。第三画目は、 一画目とは接せず大きく距離をとり軽やかに左下方向 払っている。大きく外を回った後、第四画目は第三画目とは離し閉じていた筆 一気に開き、払わずにしっかりと止め左 に筆を閉じていっている。第十三行目第八文字 の「下」の を見る　
第一画目の横画は、不明瞭ではあるが微かに確認 きる。第二画目の縦 は真っ直ぐ軽め 引き 第三画目の点は、強く
筆を開き打っている。第十三行目第九文字目の「莫」の文字を見　
第一画目の横画目は、大きく回って左下から掬い上げるように運びそのまま右横方向に徐々に筆を開いていっている。右









開いた筆をそのまま左下方向に抜いている。第三画 は、大きく仰ぐように運び、右肩で当たってから返す感じで左下方向に筆を閉じていっている。 四画目は大きく引っ掛けるように運び、第五画目を右上方向に運びしめ いっている。最終画は、伸びのびとゆったり息長 運んで第十三行目第十四文字目の「爾」の文字を見　
第一画目は、縦に長く運び、強く当たってから右上方向に側 のまま運んでいる。第二画目は、静かに下ろし開い











画目は、 二画目から 動きを返すか ように、粘っこく 下 運んでいる。命毛は繋がってきており第四画目は、第二画目の下に引いている。 五・六・七画目とゆったりと運んだ後、第八画目は、さらに大きく強く左に突き出している。そのまま続けて左に大きく引っ張り、払わずに左下部で当た てその反動で右に大きく返し、右にも払わず当たって筆が開ききった所で左下方向 筆を閉じていっている。第十四行目第四文字 の「與」の文字を見る。　
第一画目の点は、軽く打っている。第二 少し右下方向にかたむきつつ直線で下ろした後 大きくゆったりと回し




















善。号は、海仙・林屋・海屋・海屋生・海叟・摘菘翁・菘翁など複数確認できる。市河米庵、巻菱湖と共に幕末の三筆と称せられる。阿波徳島の出身。徳島藩士小笠原流吉井直好の二男。儒学は木村蘭皐・高橋赤水に学ぶ。貫名は壮年に既に米芾を学んでい 十七歳時、高野山に入り学問に励む。これ 、空海の書に惚れ込み啓蒙していくきっかけ なっていく。二十二歳時、経学・史学を中井竹山に学ぶ。三十三歳時頃、朱子学を柱とした須静堂を京都に開く。貫名は頼山陽との交流も強く、漢詩の素養も深い。当時流行した多くの絶句集 掲載されている。こ 時代、嗜みのひとつと考えられていたも、御家流と唐様という流行があった。そんな中、貫名は原本主義の古典臨書に邁進する。法帖は、より良 ものを追求し、二王の正しい書法の把握にも努めた 貫名は 王羲之十七帖の拓 を四十種類以上所蔵 ていた。そ 鑑識眼の高さは、現在三井聽氷閣収蔵の「三井聽氷閣本十七帖」が翁 旧蔵であったことが実証している。原拓などの蒐集につとめ、晋唐時代の諸法帖を修め 精妙を尽くした数多くの臨書が現在にも伝わる　
明治の三大家のひとり日下部鳴鶴の当時の講演や雅談を纏めた「鳴鶴先生叢話」井原雲涯編・興文社発行（大正十四年）
の中に、 「貫名菘翁 名言」という記述が確認できるので以下に示す。　「書者心晝也との眞理を善く呑み込む事は、書道研究の上から見ると、恰も長江の源泉を突きとめたと云う事になる、さあ源泉は探し得たが、之から何處の方面に向て流れ出していゝか、即ち何を目標に研究 歩を進めたら宣 かと云ふ問題に逢着する、此問題 は、吾輩も若い頃随分悩まされたものだ、初めのうち 雲烟糢糊の間を、盲滅法に突進したものだ、其の後斯界近代の第一人者と仰がれる、貫名先生が常に門下に語られたと云ふ、名説 人傅 聽くに及んで、是ある哉と、犬に悟る所があつた 其 説と云ふのは大略恁うなのだ、書を研究するには、結局原碑 就いてするか 集帖に就い 學ぶ
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六三
か云ふ事になる、それは人に依っては一得一失の議論もあらうが、先生は概して集帖を好まず、専ら力を原碑に注がれた其の理由は、集帖の最も缺點とする所は、長い歳月の間幾囘となく、複刻重版を經來つた爲め、筆者其の人の精神氣魄筆意形體の美は、殆んど失はれてゐるから、到底信を措く事は出來ぬ、其處へ行くと原碑の方は、千百年を經て、假令風雨の爲に多少の缺損磨滅の厄を免れなかつた は云へ、古人の眞蹟を其の儘石に刻し、僅かに肉筆と紙一重 隔てた許りであるから、形體の美、氣魄の妙、何等疑念を挟む所なく 確信を以て研究 歩を進める事が出來ると云ふのだ 之は文明のお蔭を蒙つた今日から見れば、何でもない平凡 意見のやうであるが、書學研究 資料に乏しかつた當時にあつ は、寔に眼一世を空うする卓見と云はね ならぬ吾輩も此 一言に非常に啓發された、先生 更に百尺竿頭に一歩を進めて、原碑も集帖に比較してこそ賞賛に價するが、一度眞蹟と對せしむる時は敷等下に落ちざるを得ない、眞蹟を大海中の生魚とすれば 原碑は猶店頭に商はれ 干物の如きも だ、干物も元々魚類には相違ないが、生魚のやうな潑刺たる生命がない、故 若し眞蹟にして其の筆者が、原碑の筆者と優に互格の地位 爭ふに足るものなら、須らく原碑を捨て眞蹟 就いて研究せよ 誨へてゐる、然し原碑を凌駕 底 眞蹟 今日と雖 極めて得難い、殊に先生の時代にあつて 、殆ど達し得られぬ望みでた、そこで更に語 次いで曰く、 が見出し難き以上、原碑の干物に生命の息を吹き込んで、自ら活か て學ぶことが必要である、日本に於ても古来 空海 逸勢の如きは見親しく唐に入って 古法の直統 傳へ ゐる 又光明皇后の御書 及當時の時の古寫經など も、往々正統の古法を窺ふことが きる 恁かる眞蹟を熟覽玩味し加ふ に原碑と照應融化 學べば、學者必ず誤 と尠なく益を得ることが多いであらう、と云ふのが先生の斷案である 吾輩は不幸にし 先生の生前一囘も相逢ふ 機曾がなかつたが、先生歿後其 門下の越智仙心 云ふ醫者から、其の話と云ふ 聞いて、心底か 先の名説に服した、そこで直ちに其の方法で研究に着手したが自分の口から言 は可笑しいほど長足 進境を見た、吾輩の境ある、蓋し貫名先生 一言に負ふ所が多い 其のあと矢張先生 門下に當る、松田雪柯と交はる 及んで、雪柯からも先生の意見として、之れと同じやうな話を聞いたことがあ 。 」
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六四
という貫名菘翁の名言に関する記述が確認できる。松田雪柯からも同じことを聞いたことがあるとしながらも、貫名が常に門下に語っていたという、 「学書法で原碑と集帖とでは、原碑に力を注いでおり、更に眞蹟の研究をせよという。眞蹟が見出し難き以上、原碑の干物に生命の息を吹き込んで、自ら活かして學ぶことが必要である。 」と江戸時代に既に古法帖類の鑑定に長じていた ユーモアな一面も垣間見ることが きる。挿図・
5「貫名菘翁臨争座位文稿」の写真版は、古書から掲載した。奥付もなく装丁から考えるに、当時の雑誌からの切抜
きをまとめたものと考えられる。日本書道史上、平安時代の空海以後の第一人者と評価される貫名菘翁。晋唐風と称される貫名の書法は、初唐 三大家をはじめ争座位文稿 どの顔真卿 作品研究 影響も大きい。当時流行していた明清 の唐様とは違い、筆力の強さを学ぶこ ができる。　
日下部鳴鶴・天保九年（一八三八）八月十八日〜大正十一年（一九二二）一月二七日は明治時代の書家。本名は東作。字
は子暘。別号に東嶼、翠雨 野鶴、老鶴、鶴叟などがある。巌谷 六・中林悟竹と共に明治の三大家 定説化されてきいる。中国六朝時代の書法の影響を多大に受けており、江戸期までの和様書法から唐様書法へと、日本の書法にルネッサンスを興した。更に、数多くの弟子を育成。現在でも彼の流派を受け継ぐ書道家は極めて多い。鳴鶴 流派は鶴門 呼ばれ、その門下生は三千人を えたと伝わる。また揮毫し 碑は千基とも言われる。現在でも石碑の数 鳴鶴を超える人物はいない。一八三八年、彦根藩士・田中惣右衛門 次男として生まれる。初名は八十八、のちに東作 改め 一八五九年、二十二歳時に同じ彦根藩士・日下部三郎右衛門の養子となる。しかし一八六〇年、藩主井伊直弼が桜田門外で暗殺されたため禄は大幅に減り生活 困窮した。その後、上京、書道研究に専念する。明治維新後 新政府に徴用され太政官に勤める。内閣大書記官と る しか 、当時の上司大久保利通が紀尾井坂の変で暗殺さ たことを機に退官。書道 更 専念する。特定の人物に師事してはいない しか 二十代時には、既に亡くなって た 書に傾倒しており、四十代時には、来日してい 楊守敬のもとで碑学、六朝書 篆隷の研究を行っている。そ 後は中国書法 研究 す め六朝 を基
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六五



































深く考えざるのみ 米氏 云う所の行下空紙邊 おいて横寫するものは、蓋し第三十一行の「射哉」 二字を指すなり。今この刻の小字は皆行間に添注すれども、 「射哉」の二字は果して爾かく
摹
寫せり。則ちその眞蹟に依循せしこと、疑いを容
るべきもの無し。而して襄陽の石刻に付せしところのものは、別に自ず ら本あり。また推すべきなり。因て謂えらく 字を書するには、字には字法あり、行に 行法あり。惟だに左右相顧み上下相映帶する みならず。行顚 畫と 低 筆とは
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作品のサイズは、半切二分の一で三行に書かれている。本画宣でもかなり良質の の 使用している。氏によ と これは
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六九
明治三十一、 二年頃に台湾で書かれたものとご教示いただいた。天来二十七歳前後である。この時期は、天来が鳴鶴入門後間もなくの頃で 純羊毫長鋒筆による廻腕法で書かれて るのがよく分かる。天来の廻腕法時代を知る上でも貴重な作品である。同時期 この手のものは、争座位文稿以外にも日中の古典を合わせて五十種類あり、天来が猛勉強していた古典のひとつに争座位文稿がある意味は大きい。　
上段左と下段の写真版は、 昭和五年（一九三〇）発行の「天来習作帖」 （雄山閣）の別本である。同本の臨書所感で天来は、









































書道全集（平凡社） 書道基本名品集（雄山閣） 、中国書道事典（雄山閣） 、顔魯公之研究（雄山閣） 、中国書道辞典（木耳社） 、中国書道文化辞典（柳原出版） 、文物（文物出版社） 、中国書法編集組編（文物出版社） 、金石萃編（陝西人民美術出版社） 、竹雲題跋（中華書局） 、東坡題跋（中華書局） 、歴代筆記小説集成（河北教育出版社） 、顔魯公叢帖（上海求古齋書局） 、顔真卿志（山東人民出版社） 、中国法書ガイド（二玄社） 、中国書論大系（二玄社） 、書籍名品叢刊（二玄社） 、書宗院報（書宗院） 、 宗院研究会報（書宗院研究会） 、書品（東洋書道協会） 、顔真卿（風媒社） 、顔真卿大字典（東京美術） 、テキストシリーズ（天来書院） 、これだけは学びたい書の古典・行草編（天来書院 鶴翁 翰（澄映堂） 、八稜研齋随録（日本書道教育学会） 、 跡論書三十首（日本書道教育学会） 、鳴鶴学書要録（日本書道教育学会） 、鳴鶴先生叢話（昭文堂） 鳴鶴先生座位帖臨 寧楽書道會） 、学書筌蹄 天来翁書話（飯島書店 比田井天来臨書精選（書玄） 、 之研究（甲子書道会） 、書道史大観（甲子書道会） 、川谷尚亭臨書集（象形社） 。
「争座位文稿の研究」 （二）
七二
「争座位文稿の研究」 （二）
七三
「争座位文稿の研究」 （二）
七四
1
「争座位文稿の研究」 （二）
七五
2
「争座位文稿の研究」 （二）
七六
「争座位文稿の研究」 （二）
七七
「争座位文稿の研究」 （二）
七八
